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質問①　教育現場において、釘を使った実践を行っ
たことはありますか？

質問②　教育現場における「釘を使った実践」の
課題があれば教えてください。

質問③　カラー釘を使った活動に興味はあります
か？　カラー釘を使った実践、または今後行ってみ
たい活動があれば教えてください。
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④質問４　感想をお聞かせください。
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⑤質問５　今後、全美協のフォーラムで取り上げて
ほしいテーマがあれば教えてください。
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3. 「表現」と「絵具あそび」の概要と構成 

2 年次の「保育内容指導法（表現）」は、3 人の教

員（身体・音楽・造形）が15回の授業のうち、5回

ずつを担当している（表１）。なかでも造形領域にお

いては、「子どもの絵具あそび」をテーマに実践活動

を行うこととし、計画・準備・実践という流れで授

業を計画した。 

 

 

① 概要 

 絵具あそびは 2 部制にし、参加者の安全確保のた

め、各回の子どもの参加人数は、15 名を基準とし、

学生スタッフ数も 15 名と設定した。保護者は 10組

を想定し、最大50名を超えないようにした。絵具あ

そびの実施概要は次の通りである。 

 

【日時】2024 年 10 月 12 日（土）12：00～16：00 

・受付：12時より先着順  

・会場準備：～13時 

 ・1部：13時～13時40分 

 ・片付けと準備：13時40分～14時 

 ・2部：14時～14時 40分 

 ・片付け：2部終了時から順次 

【場所】名古屋柳城女子大学・名古屋柳城短期大学中庭 

【対象】地域の子育て家庭 

 

前日の準備は第 4回の授業で行い、準備内容は、

役割一覧から希望する役割を選ぶ方法で担当者を決

め、絵具あそびに必要な物品、会場の装飾、看板づ

くりなどの担当に分かれ、準備を進めた。また、当

日の役割が決まってから、各担当者と全体の配置を

検討したうえで、全体流れの確認と調整をした。最

終実施要領は図１、2に示す。当日の役割は、受付、

会場準備、1部の実践担当、2部の実践担当、片付け

の5つに分かれて担当した。 

 なお、学生は担当する時間が決まっているものの、

絵具あそびの実践全般を見守ることを前提とし、必

要に応じて手助けをすることにした。 

 

授業回 内容（造形） 

第 1回 ガイダンス・身体感覚を高める活動 

第 2回 新聞紙を用いたあそび 

第 3回 子どものあそび計画：絵具を用いて 

第4回 子どものあそび準備：役割とかかわり 

第 5回 子どものあそび実践：かかわること 

図１. 実施要領（ｐ.1） 

表１. 授業（造形）の内容 

図 2. 実施要領（ｐ.2）  
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表 
 

 

表 1 研修会参加幼稚園教諭 経験年数 

 

 

・木工作 9 

・・粘粘土土制制作作  1100  

・・自自然然物物をを使使っったた工工作作  1133  

・・段段ボボーールルをを使使っったた制制作作  1133  

・・紙紙ココッッププやや紙紙皿皿をを使使っったた制制作作  1100  

・絵の具技法遊び 8 

・・絵絵のの基基本本的的描描きき方方  1144  

・・絵絵のの指指導導法法  2211  

・版画題材 6 

・新聞紙を使った制作 8 

・共同制作  8 

・・異異学学年年ででもも活活動動出出来来るる造造形形制制作作  1111  

・・異異学学年年ででもも活活動動出出来来るる造造形形活活動動  1100  

  

 

・紙コップや紙皿を使った制作 4 

・・絵絵のの指指導導法法  66  

・布を使った制作、自然環境の中での

造形活動 
各 2 

 表 3 表 2で特特ににそそうう思思うう内内容容とと答答ええたた人人数数でで複複数数いいたた項項目目 

 

11年年～～44年年

4411%%

55年年～～99年年

2277%%

1144年年～～2200年年

2222%%

2211年年～～3355年年

1100%%
経経験験年年数数
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・共同制作  8 

・・異異学学年年ででもも活活動動出出来来るる造造形形制制作作  1111  

・・異異学学年年ででもも活活動動出出来来るる造造形形活活動動  1100  

 表 2 養成校、短大、大学で、造形関係の授業でこんなことを学

びたかった、こういうことが学べていたらよかったのに、という

内容 複数回答可 59 な回答中、5名以下省略 

 
・紙コップや紙皿を使った制作 4 

・・絵絵のの指指導導法法  66  

・布を使った制作、自然環境の中での

造形活動 
各 2 

 表 3 表 2で特特ににそそうう思思うう内内容容とと答答ええたた人人数数でで複複数数いいたた項項目目 

 
☆以下 勤務年数 内容で示す 

1年  ポリ袋を使用した服の制作 

1年  カバン作り 

1年  カラービニール袋で洋服作り 

1年  毎月ごとの窓面制作 

1年  お菓子の箱を使った鞄つくり 

1年  様々技法を使った絵本作り 

1年  壁面装飾 

1年半 新聞紙でのぼうしづくり 

3年  折り紙の授業 

3年  新聞紙を使った衣装作り 

3年  モダンテクニック 拭き絵、スパッタリング、 ビー玉

転がしなどよく使っている 

4年  自然物造形 紙テープを団扇であおって紙吹雪 新聞紙

遊び 終わりに紙テープと同様紙吹雪 

4年  花紙を使った制作 

4年  絵の具を使った技法など 

5年  季節のもので自由に制作 

5年  絵の具やクレヨンを使った技法 新聞紙遊び 

5年  画用紙を効率よく切る方法 

6年  図用紙で壁面をたくさん作った 

6年  折り紙の折り方や子どもへの声かけの仕方 

6年  どんぐりを使用した楽器作りや制作 

7年  思いつかない 

8年  いろいろな素材を使った共同制作 

8年  描画(皿の上にすぱげっていを描く等のぐるぐる)絵の具

(彩色) 

9 年  折り紙 

15 年 折り紙制作 

17 年 描画制作など、子どもに合わせた技術的な経験 

17 年 折り紙～折る工程から 1つずつ作品帳にはり付けた 

18 年 パネルシアター ペープサート ブラッシング制作 デ

カルコマニー 

18 年 版画 

20 年 小麦粉粘土 土粘土 紙制作 

22 年 泥を使ったボディペイント 

24 年 折り紙 

30 年以上 軍手、新聞紙等で人形や輪っかを作って、いろいろ

な遊びに発展させられるということを知った 
表 4 養成校で学んで役立った内容 

 
勤務年数が違うということは当然経験も違うということ

であり、1年目や2年目で年長児を担当することはそう多く

はない等の園事情も踏まえるべきと考える。絵画について

の指導の戸惑いについて別途尋ねた。特に年長児を扱う場

合、小学校へ就学する前までにどこまで形をかけるように

しておかなくてはならないのか、細かい色の指導までする

必要があるのかという具体的な悩みもあった。異学年児合

同の内容も、近年そういう機会が現場で増えていることも

関係すると考える。自然物を活かす題材や段ボール等の材

料に関しては、園を取り巻く環境や園事情でも必要性の差

が生じる。また、大学等で手軽に使用していた材料が園で

は揃えられないことも学生から耳にする。小学校の実習で

は学級費で購入してもらう事例もあるのだが、責任実習の

ために学生が園児の人数分を自腹で購入した事例も珍しい

ことではない。 

 保育士向け、幼稚園教諭向け実技研修会の講師を担当し

て、印象に残ったことは、制作時の参加者の手際のよさで

ある。小学校教員向け実技研修も過去何度も実施したが、

それに比較して保育士も幼稚園教諭等も制作に要する時間

が短く、制作内容のテーマ選択や材料の活用も的確であっ

た。これは保育園や幼稚園等の教育現場では、日常的に保

育士も幼稚園教諭等も掲示物や行事などで造形制作や活動

を実際に自らが行わざるを得ないからと考える。小学生の

場合、児童が主に行う制作や活動も、園では保育士や幼稚

園教諭等が実際に制作する。多少の苦手意識があっても、

日常的に制作せざるを得ない状況のためもあり、その経験

からと考える。現場での話を見聞きし、現場で働く方々と

関わることは、学生に教えるためにも参考となることは多

く、有意義である。 

 

3 まとめ 

 
研究室所属学生や授業を受講する学生から、実習中に造

形制作や活動を行った際、思うようにいかなかった、想定

外のこともあって担当教員や保育士等から多々指摘を受け

たとの報告は例年あった。経験の少ない学生が実習の際に

成功感や達成感が得られないことはある。実習や現場で園

児の造形制作時に柔軟な対応ができるように、授業や演習

でも検討し、意識づけてきたが、例年まだ不十分なところ

があると反省する。また、社会に出てから教育現場で大学

の学びが役立っているかは以前から気になっていたが、卒

業生からたまに情報を得る程度であった。2－2 のアンケー

ト調査はその点で参考となった。 

2023 年より、幼稚園や保育園等で造形教室を複数実践し

ている。過去の中学校や小学校での授業実践とは違う、想

定外のことも生ずる。発達の違いをより意識するようにな

った。自身の実践から、実習等の際に学生が戸惑うであろ

うことも身をもって経験できた。また、保育士や幼稚園等

の教諭の様子や園や園児の状況から、改めて園による違い

も様々にあることを再確認した。研修会のアンケート調査

で、現場の教員のニーズや困っていることも多少は把握で

きた。(今回のアンケートは 10 月中旬実施だったため、調

査を踏まえた授業や演習での反映は本年度ではまだ不十分

である。)これまでも演習の授業などで実習時に活用できる

視点は加味してきた。例えば、単に制作だけで終わらず、

複数の対象年齢も想定し、ねらいや準備、言葉がけ、展開

などを具体的に考えさせている。学生同士の意見交換も行

い、違う視点にも気づかせてきた。当然、実習の事前指導

や関連する各授業でも学生には同様の指導はしているはず

である。ただ、いざ責任実習などで造形制作を行う際に、

学生の思うように進まない事例もある。より多様な視点に

立つ手立てを具体的に考えさせる必要はある 

例えば、いくつかの材料について、それを活用してどの

ような制作が可能か、対象年児の発達の段階を踏まえて、

テーマと内容を複数設定させたり、制作を通して準備や援

助を発達によって具体的に考えさせたりもしてきた。 

複数の保育園や幼稚園で年長児の造形制作を担当して、

さらに改良も必要と考える。園児に造形制作を実施する際、

考えていかなくてはならないことは例えば以下である。 

･園でのその時までの指導状況とその積み重ね 

･園児個々の造形経験とその積み重ね 

･園児の手指の巧緻性等の個人差 

･園児の生育環境や文化的な違い 

･個々支援を要する園児への対応 

 以上はこれまでも授業等でも触れてきたことである。言

葉の理解も含めて園児の個人差は大きい。担当する時期に

よって同じ年長児であっても発達の違いがある。個々の園
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毛染め」も可能な染料である。和紙は、染め上が

りと発色がよい和紙ぞめ用の用紙を使用してい

る。使用した商品は以下の通りである（表1）。 

 

表1 染料・和紙の商品一覧 

 商品名 

1 
みやこ染和紙ぞめ5色セットAセット 

（黄・赤・青・緑・橙）各色9ml  

2 
みやこ染 和紙ぞめ5色セットBセット 

（黄・赤・茶・灰・紫）各色9ml 

3 みやこ染 和紙ぞめカラー50ml 全8色 

4 みやこ染 和紙ぞめカラー500ml 全8色 

5 
みやこ染 和紙ぞめ 教材 10 人用 6 色セ

ット(黄・赤・青・緑・橙・茶各50ml) 

6 和紙ぞめ用和紙20枚入り 

7 
和紙の手染めキット 鮮やかな5色 

（和紙4種7枚＋5色Aセット） 

8 
和紙の手染めキット 深みのある5色 

（和紙4種7枚+5色Bセット） 

 

7) 染料以外の準備物 

■フラッグ：事前にフラッグを2種類の形に切っ

ておき、柄に巻き付ける側には補強のために透明

テープを貼っておく。 

■フラッグの柄：丸棒（直径 1cm）にカラーテー

プ（黄・橙・青・桃）を斜めに巻き付けておく。 

＊フラッグ、柄ともに、当日に参加者が好きな形

や色を選べるようにした。 

■その他：フラッグを刺して置いておくための発

泡スチロールブロック、染料入れ、スポイド、ゴ

ム手袋、ビニール製テーブルクロスなど 

 

4. 当日の様子 

当日は、屋外活動日和ともいえる晴天に恵まれ

た。多少、風が強い時間帯もあり、材料が風に飛

ばされないように気をつかう場面もあったが、出

来上がったカラフルフラッグが青い空の下で参

加者の笑顔とともに風にたなびく様子からは、風

もまた大切な材料の1つであると感じられた。 

参加者は、事前にワークショップの内容を知っ

ている人もいれば、アートピクニックの作品や他

のワークショップをめぐる中で、興味を示して参

加する人もいた。アートピクニックがはじまると

（9:00開始）早々に参加者が訪れ、その後は途切

れることなく親子連れの参加者をはじめ、県外か

らは大学の卒業研究で和紙について研究してい

る学生が訪れたり、子どもの洋服を製作販売して

いる方が参加したりと、さまざまな方に興味を示

してももらいカラフルフラッグ作りを行った。 

参加者は、まずフラッグ（和紙）の形を選び、

和紙を手の平に乗るくらいの三角形に折ってい

き、三角の角部分を染色液に浸して染色を行った。

小さな子どもたちは保護者と一緒に行っていた

が（図5）、自分でできる子どもたちは、三角に折

られた和紙の角に染料を浸しながら「この真ん中

に色を付けたいんだよな〜。どうやったらつくか

な。」などと言いながら、スポイドを使って余白に

色を入れたりして、みな一様に真剣な眼差しで折

り染めをしている姿が印象的だった（図6）。 

 

折り染めの魅力の１つは、和紙を開いた時にど

のような模様になっているのかを想像して、ドキ

ドキしながら染色された和紙を丁寧に開いてい

く瞬間にある（図7）。和紙を開いた瞬間、参加者

図 5 折り染めをする親⼦ 

図4 会場の様子 
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写真 5　ワーム（擬似餌）を使ったアクセサリー作品
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写真 8　4 種類の釘をビニールシートに挟んで縫い付けた
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写真12「釘三昧」でプレゼンテーションする様子

写真11　連結釘をコピー機で読み取った画像
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写真11　連結釘をコピー機で読み取った画像
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ら
ス
マ
ホ
を
与
え
ら
れ
多
様
な
情
報
に
曝
さ
れ
続
け
て
い
る
現

在
の
子
供
た
ち
。
私
た
ち
が
空
気
の
よ
う
に
触
れ
て
き
た
日
本

の
文
化
そ
の
も
の
が
ネ
ッ
ト
や
メ
デ
ィ
ア
が
提
供
す
る
膨
大
な

情
報
の
中
で
希
釈
さ
れ
、
国
籍
不
明
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
曝
さ

れ
る
時
間
に
対
し
て
日
々
の
生
活
の
中
で
身
体
を
通
し
て
実
体

験
す
る
時
間
も
減
少
し
続
け
る
。
全
国
に
目
を
向
け
れ
ば
人
口

減
少
と
と
も
に
担
い
手
が
い
な
く
な
り
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
方

の
伝
統
や
文
化
の
実
態
が
見
え
て
く
る
。

伝
統
や
生
活
文
化
の
変
化
は
一
人
一
人
の
「
自
分
と
し
て

の
意
味
や
価
値
」
の
総
体
と
し
て
、
生
き
て
い
る
私
た
ち
が
生

み
出
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
決
し

て
恐
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
な
の
は
そ
の
変
化
の
中
で
日

本
人
が
持
ち
続
け
て
き
た
細
や
か
な
感
性
が
失
わ
れ
て
い
く
こ

と
が
加
速
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
例

え
ば
伝
統
色
一
つ
と
っ
て
も
こ
れ
ま
で
自
然
と
と
も
に
生
き
て

き
た
人
々
に
よ
っ
て
季
節
に
よ
っ
て
移
ろ
う
色
彩
な
ど
に
美
し

さ
を
込
め
て
つ
け
ら
れ
た
色
名
で
あ
り
、
ま
た
、
和
菓
子
に
現

れ
る
形
の
美
し
さ
は
日
本
人
の
感
性
が
生
み
出
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
美
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
色
彩
や
形
だ
け
は
な
い
。
そ
こ
に

は
目
に
見
え
な
い
刹
那
を
感
じ
さ
せ
た
り
ま
た
悠
久
の
時
間
を

想
わ
せ
た
り
、
見
る
人
に
不
可
視
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
成
さ
せ
、

も
の
や
こ
と
の
意
味
を
深
く
理
解
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な

美
術
の
言
葉
の
獲
得
は
美
術
の
知
識
と
な
り
概
念
を
構
築
す

る
。
そ
し
て
異
な
る
文
化
や
初
め
て
目
に
す
る
も
の
に
対
し
、

個
人
の
中
で
良
さ
や
美
し
さ
を
判
断
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い

く
。伝

統
文
化
や
日
本
ら
し
さ
に
つ
い
て
は
勿
論
、
江
戸
時
代

に
生
き
た
人
々
と
現
代
の
私
た
ち
の
感
覚
や
感
性
が
異
な
る
よ

う
に
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
伝
統
文
化
や
日
本
ら
し
さ
を
絶
対

視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
明
治
末
期
に
高
村
光
太
郎
が
「
人
が

『
緑
色
の
太
陽
』
を
画
い
て
も
僕
は
こ
れ
を
非
な
り
と
言
わ
な

い
つ
も
り
で
あ
る
。
僕
に
も
そ
う
見
え
る
事
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。」
と
雑
誌
『
ス
バ
ル
』
に
『
緑
色
の
太
陽
』

と
し
て
著
し
て
い
る
が
そ
の
気
持
ち
と
同
じ
で
あ
り
た
い
。
あ

く
ま
で
も
価
値
の
判
断
は
子
供
た
ち
で
あ
り
、
美
術
教
育
に
お

い
て
は
「
対
象
や
事
象
を
造
形
的
な
視
点
で
捉
え
、
自
分
と
し

て
の
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
出
す
」
活
動
で
あ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

故
に
、
子
ど
も
た
ち
に
は
体
験
か
ら
生
ま
れ
る
意
味
や
価

値
、
す
な
わ
ち
知
識
を
た
く
さ
ん
身
に
付
け
る
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
同
時
に
過
去
の
人
々
が
価
値
あ
る
も
の

と
し
て
捉
え
て
き
た
美
意
識
を
彼
ら
の
目
で
感
じ
て
判
断
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

自
分
の
こ
と
を
顧
み
る
と
、
若
い
こ
ろ
は
全
く
伝
統
色
に

も
和
菓
子
に
も
、
ど
こ
か
古
く
さ
さ
を
感
じ
て
興
味
は
持
て
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
の
よ
う
な
悔
恨
が
こ
の
新
領
域

論
を
推
し
進
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
急
速
な
時
代
の
変
化
が

こ
の
新
領
域
に
対
す
る
思
い
を
強
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
A
美
術
文
化
」「
B
美
術
活
動
」
と
い
う
分
け
方

に
は
も
う
一
つ
意
味
が
あ
る
。
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
時
間
軸

で
の
捉
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
“
今
”
を
分
岐
点
と
し
て
過
去
か

ら
現
在
に
か
け
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
も
の
習
得
さ
れ
た
も
の
が

「
A
美
術
文
化
」
で
あ
り
、「
B
美
術
活
動
」
は
そ
れ
ら
を
活

用
し
て
思
考
、判
断
、表
現
し
て
い
く
“
今
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
”

と
な
る
。
過
去
と
現
在
は
連
続
し
不
可
分
で
あ
る
か
ら
、
よ
っ

て
A
と
B
の
両
領
域
は
分
け
る
こ
と
な
く
相
互
に
関
連
さ
せ

て
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

領
域
の
提
案
は
そ
う
簡
単
に
答
え
が
出
る
も
の
で
は
な
い
。

学
会
や
研
究
会
な
ど
で
議
論
を
重
ね
合
意
形
成
さ
れ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
提
案
を
行
わ
な
い
限
り
議
論
も
さ
れ
な
い

ま
ま
過
ぎ
て
い
く
だ
ろ
う
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
は
聖
域
で
あ
り
我
々
は
そ
こ
に
触

れ
る
こ
と
も
関
わ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
今
ま
で
も
学
習
指
導
要
領
は
現
場
の
絶
え
間
な
い
実
践
の

成
果
が
改
訂
の
根
拠
と
な
り
、
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に

編
纂
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
未
来
の
美
術
教
育

を
考
え
る
上
で
、
挑
戦
的
な
現
場
の
実
践
と
研
究
者
の
理
論
と

が
出
会
う
、
広
く
、
そ
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
場
が
必
要
な
の

だ
。多

く
の
人
た
ち
が
よ
り
よ
い
美
術
教
育
を
求
め
て
、
発
言

で
き
る
場
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
く
美

術
に
関
わ
る
人
々
が
集
え
る
全
日
本
美
術
教
育
会
議
が
、
様
々

な
意
見
を
戦
わ
せ
、
よ
り
よ
い
未
来
に
向
か
っ
て
，
美
術
教
育

と
は
何
か
を
問
い
続
け
る
場
に
な
っ
て
い
け
ば
良
い
と
願
う
の

で
あ
る
。

現行の中学校学習指導要領の内容を当てはめてみた
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全
日
本
美
術
教
育
会
議
の
こ
と
な
ど

２
年
前
か
ら
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
て
、
美

術
教
育
の
関
連
団
体
が
集
ま
っ
て
提
言
書
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
全
美
協
か
ら
は
浅
野
卓
司
先
生
と
手
塚
千
尋
先
生
に

参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
集
ま
り
の
名
称
は
全
日
本
美
術

教
育
会
議
と
い
っ
て
、
の
学
会
や
団
体
、
教
育
研
究
会
な
ど

と
、
企
業
２
社
、
そ
し
て
個
人
で
参
加
が
で
き
る
。
全
日
本
美

術
教
育
会
議
と
い
っ
て
も
ま
だ
規
約
も
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
ず

は
次
期
学
習
指
導
要
領
提
言
書
作
成
部
会
が
提
言
を
ま
と
め
、

そ
の
後
、
組
織
作
り
へ
と
向
か
う
予
定
で
あ
る
。
今
ま
で
の
集

ま
り
は
全
体
会
が
１
回
、
提
言
書
作
成
部
会
が
８
回
ほ
ど
開
催

さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
私
は
全
日
本
美
術
教
育
会
議
の
世
話
役
と
し
て
学

習
指
導
要
領
の
提
言
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
の
だ
が

(

正
確
に
言
う
と
「
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
方
が
正
し
い)

、

こ
れ
が
大
変
だ
け
ど
面
白
い
。
こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
時
間

は
時
間
を
超
え
る
。
毎
回
何
ら
か
の
意
見
が
出
さ
れ
宿
題
が

出
る
。
そ
れ
を
次
の
会
議
で
諮
っ
て
い
く
。
議
論
を
繰
り
返
し

て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
主
張

し
た
い
内
容
が
見
え
て
き
て
、
す
べ
て
の
団
体
に
共
通
す
る
美

術
教
育
の
理
念
と
、
各
団
体
の
設
立
趣
旨
の
相
違
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
会
議
の
時
間
は
団
体
間
の
相
互
理
解
と
、

団
体
の
個
性
を
際
立
た
せ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
な
っ
て
い
く
。

な
ぜ
、
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
集
ま
り
が

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

教
育
は
そ
の
対
象
や
目
的
に
応
じ
て
、
人
生
の
尺
に
発
達

と
い
う
目
盛
り
を
つ
け
区
切
っ
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
大
き
く

変
化
を
遂
げ
る
人
の
成
長
期
に
お
い
て
効
率
的
に
教
育
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
区
切
り
は
効
果
的
だ
。
し
か
し
美
術
教
育
は
ど
う

だ
ろ
う
。
美
術
は
本
来
、
人
生
と
同
じ
よ
う
に
区
切
る
こ
と
は

で
き
な
い
不
可
分
の
営
み
と
考
え
る
。
な
の
で
教
育
に
携
わ
る

者
は
常
に
人
生
と
美
術
の
ふ
れ
あ
い
を
マ
ク
ロ
で
捉
え
、
教
育

に
関
わ
る
期
間
を
ミ
ク
ロ
で
実
践
し
て
い
く
。
と
も
す
れ
ば
教

育
者
、
研
究
者
、
お
よ
び
実
践
者
と
し
て
マ
ク
ロ
の
俯
瞰
的
視

座
を
見
失
い
が
ち
に
な
る
我
々
は
、
美
術
を
通
し
て
常
に
高
み

か
ら
人
の
一
生
を
俯
瞰
す
る
機
会
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
の
で
あ
る
。
全
日
本
美
術
教
育
会
議
は
そ
の
よ
う
な
場
に

な
っ
た
ら
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
の
提
言
書
を
作
成
し
て
い
る
と
、
こ
れ
は

各
団
体
の
主
張
を
調
整
す
る
た
め
の
会
議
で
は
な
い
な
と
感
じ

る
。
む
し
ろ
議
論
を
生
み
出
し
て
い
く
場
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
違
う
角
度
か
ら

見
つ
め
直
す
機
会
と
な
る
。
尖
っ
た
意
見
を
提
案
し
そ
の
反
論

の
中
で
何
が
大
切
な
の
か
が
見
え
て
く
る
。
本
来
は
そ
の
よ
う

な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
学
会
や
研
究
会
で
口
角
泡
を
飛
ば
し

丁
々
発
止
と
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
、
そ
の

よ
う
な
議
論
は
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
こ
か
で
忖
度

が
働
き
他
人
の
研
究
分
野
に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た

協
調
性
と
い
う
同
調
圧
力
の
中
で
流
れ
に
身
を
任
せ
て
い
る
状

況
が
ど
こ
か
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
は
業
績
を
積

む
た
め
に
所
属
し
て
い
る
だ
け
だ
と
か
。
そ
の
よ
う
な
状
況
も

勿
論
否
定
は
し
な
い
が
、
し
か
し
す
べ
て
の
人
が
受
け
身
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
そ
こ
に
創
造
は
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ

し
て
未
来
の
美
術
教
育
は
消
滅
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

前
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
際
に
も
8
団
体
で
美
術

教
育
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
提
言
を
行
っ
た
。
そ
し
て
継
続

を
約
束
し
た
そ
の
会
議
は
提
言
と
と
も
に
自
然
消
滅
し
、
異
な

る
団
体
と
の
議
論
の
場
は
立
ち
消
え
て
し
ま
っ
た
。
お
互
い
に

目
の
前
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
る
中
で
優
先
順
位
が
後
回
し
に
さ

れ
て
い
く
。
組
織
化
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
楔
を
打
ち
込
み
強

制
的
に
時
間
を
生
み
出
す
仕
組
み
か
も
し
れ
な
い
。「
時
間
が

な
い
」「
忙
し
い
」
と
い
う
理
由
は
確
か
に
そ
う
で
あ
る
が
、

異
な
る
考
え
方
の
中
で
自
ら
の
研
究
を
磨
い
て
い
か
な
く
て

は
、
美
術
教
育
は
確
実
に
矮
小
化
し
て
い
く
。

　

今
回
、
学
習
指
導
要
領
の
中
で
、
領
域
の
改
編
と
い
う

挑
戦
的
な
提
案
を
し
て
み
た
。
義
務
教
育
で
は
昭
和

年
、

年
の
学
習
指
導
用
領
以
降
「
A
表
現
」「
B
鑑
賞
」
と
い
う

領
域
名
が
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
「
A
美
術
文
化
」「
B
美

術
活
動
」
と
し
、
A
と
B
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
学
ん
で
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
A
美
術
文
化
」は
資
質·

能
力
の「
知

識
」「
技
能
」
に
該
当
し
「
B
美
術
活
動
」
は
「
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
等
」
に
該
当
す
る
。

こ
の
領
域
名
の
改
編
に
つ
い
て
理
由
は
二
つ
あ
り
、
一
つ

は
、
今
日
の
美
術
は
多
様
な
活
動
様
態
を
示
し
、
デ
ザ
イ
ン
思

考
や
ア
ー
ト
思
考
な
ど
の
言
葉
が
流
行
し
、SDGs

や
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ブ
な
社
会
実
現
に
お
い
て
生
活
や
社
会
を
豊
か
に
し
て

い
く
た
め
に
期
待
さ
れ
る
学
び
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
る

か
ら
だ
。
も
う
一
つ
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の
か
な
で
自
国
の

文
化
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
再
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
乳
幼
児
か

武
蔵
野
美
術
大
学
　
三
澤
一
実
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